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水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

国
は
、
昨
年
三
月
に
「
水
素
・
燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
改
訂
し
、
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け

て
新
た
な
目
標
や
取
組
の
具
体
化
を
示
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
の
普
及
台
数

目
標
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
約
八
十
万
台
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
目
標
は
、
二
〇
二
五
年
度
ま
で

に
約
三
二
〇
箇
所
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
三
〇
年
時
点
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
台
数
目
標
を
達
成
す
る
に

は
、
九
百
基
程
度
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
は
、
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
整
備
の
相
当
な
加
速
化
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
国
で
は
燃
料
電
池
自
動
車
・
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る
規
制
の
見
直
し
を
進
め
て

い
る
が
、
全
国
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
拡
大
を
推
進
す
る
に
は
、
事
業
者
に
よ
る
一
層
の
技
術
開
発

等
の
努
力
に
加
え
て
、
国
に
お
い
て
も
更
な
る
規
制
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。

と
り
わ
け
、
海
外
で
は
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
蓄
圧
器
に
複
合
圧
力
容
器
を
使
用

す
る
こ
と
は
、
我
が
国
で
も
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
と
は
い
え
、
高
価
な
炭
素
繊
維
の
使
用
は
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
コ
ス
ト
の
低
減
や
、
安
価
な
蓄
圧
器
材
料

の
使
用
等
の
一
層
の
規
制
緩
和
な
ど
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
促
進
に
向
け
た
次
の
事
項
に
取
り
組
む

よ
う
強
く
求
め
る
。

一

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
セ
ル
フ
充
て
ん
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
基
準
整
備
を
行
う
こ
と
。

二

海
外
で
の
使
用
実
績
を
考
慮
し
て
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
蓄
圧
器
の
使
用
可
能
鋼
材
を
拡
大
す
る
こ

と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日
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